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1.　会長挨拶
震災義援金について
　皆様から支援していただいた義援金のうち９１万円余りが返金としてクラブに返っ
てきております。この返ってきた義援金を一時クラブ預かりとして，支援先が決定し
だいすみやかに支援先に支出するという方法をとりたいと思いますのでご了解くださ
い。
東日本大震災義援金の取り扱いの件　理事役員会で協議する

2.　審議事項
第１号議案　次々年度会長エレクトの件
　　　　　　志方選考委員長より報告
　　　　　　　氏　　名　庄司　武　会員
　　　　　　　職業分類　口腔衛生
　　　　　　　在籍年数　２４年４ヶ月

第２号議案　次年度理事・役員承認
　　　　　　西中副会長より報告

志方選考委員長

庄司武会員

西中副会長

2012-2013年度 
高砂青松ロータリークラブ理事・役員 

 
氏　名 

西中　亮二 
庄司　　武 
濱中　幹雄 
田中　伸明 
伊藤　勝之 

氏　名 
内海　　薫 
矢野　　聡 
都倉　達殊 
藤本　明久 
中谷　利幸 

役目 
会長 
副会長 
幹事 
会計 
S.A.A.

役目 
直前会長 
理事 
理事 
理事 
理事 



ロータリー財団委員会
辻田重恵委員長

プログラム委員会
竹原俊三委員長

唱歌委員会
矢野　聡委員長

会員選考委員会
鹿間 美委員長

雑誌・広報委員会
井野隆弘委員長

ロータリー情報委員会
伊藤勝之委員長

記録委員会
嶋谷拓雄委員長

増強・職業分類委員会
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President会長の時間 会長の時間 

　今日この例会が今年ここで行なわれる最後

の例会となりました。

　幹事報告にありましたように３名の方の退

会届けを受理することとなりました。

　原田さんに関してはチェンライR.C.に移籍

となりますが，ロータリーは二重会員を認め

ておりませんので結果的に青松クラブを退会

するという事になります。再入会を希望して

おりますが，その時には再度入会の手続きを

取っていただくという事で本人にも了解をいただいています。

　今日はこの後，年次総会があります。次々年度会長及び次年度の理事・役員の発表が

ありますのでどうぞ宜しくお願いいたします。

◎　西田光衛会員，藤本明久会員
“手ぬぐい”販売の依頼について　売上金は東日本大震災に寄付させて頂きます。

◎ 親睦委員会　濱田喜重委員長
新年家族例会会場を
１月２１日（土）１８：３０～
於：ホテルオークラに変更します。

◎ 新世代委員会　大橋卓司委員長
新世代会議出席のお願いについて
１２月２３日（祝・金）
於：高砂青年の家　体育館



第２２回　通算１５１８回

1. 高砂市国際交流協会より１０周年記念事

業の協力に対してお礼状が届いていま

す。回覧します。

2. 相生ロータリークラブより週報が届いて

います。回覧します。

3. ２０１０－２０１１年度地区会計決算報告

が届いています。回覧します。

4. ロータリー日本財団より財団への個人寄

付が控除の対象になることの説明文が届

いています。

ボックスに入れております。

5. 退会のお知らせです。三輪さん，垣迫さ

んからの退会届が出され，理事会で承認

されました。

また，原田会員より来年１月１日より

チェンライR.C.への移籍希望が呈出さ

れ，理事会で承認されました。

6. 例会変更

　明石ロータリークラブ

１２月１４日（水）⇒１５日（木）１８：００

　親睦忘年例会の為

　於：ホテルキャッスルプラザ

１２月２８日（水）

　休会【定款第６条第１節（ｃ）】

１月４日（水）

　休会【定款第６条第１節（ｃ）】

２月１５日（水）⇒１４日（火）

　明石北R.C.との合同例会のため

於：グリーンヒルホテル明石

２月２２日（水）

　グリーンヒルホテル明石工事のため

　於：ホテルキャッスルプラザ

Secretary幹 事 報 告 幹 事 報 告 

佐野　栄作・内海　　薫

本日は年次総会です。

よろしくお願いします。

大森　千里

高砂R.C.の坂牛八州会員が亡くなられました。

彼とは，古くからの友人で青松R.C.の歓迎歌は

私が幹事の時，彼に歌っていただき録音した

ものです。ご冥福をお祈りいたします。

西中　亮二

次年度役員の皆様，よろしくお願いします。

竹原　俊三

伊藤さん，次女がお世話になりました。

有難うございました。

小西さん，田中浩行さん，お世話になりまし

た。

小西　文孝

中谷さん，京谷さんへ反省しています。

中谷　利幸

小西さん，有難う。

柿木　國夫・志方　正昭・増田耕太郎

大橋　卓司

花を飾りましょう。



ソ　ン　グ

出 席 報 告

例会記録　2011. 12. 14（水）通算1597回
「我等の生業」「四つのテスト」

１１月３０日 会員数４８名 欠席者　３名 出席率９３.７５％ ＜修正による＞
　（この内出席免除者９名）
１２月１４日 会員数４６名 欠席者　６名 出席率８９.１３％                    　  　
　（この内出席免除者９名）

ク ラブ名  日　時・場　所  変更内容  

Neighbor-club 
information近隣クラブINFORMATION近隣クラブINFORMATION

（注） 高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。 

明石西ロータリークラブ 

 明石北ロータリークラブ 12/27（火） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

12/29（木） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

平成24年1/3（火） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

12/29（木） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

12/28（水） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

1/4（水） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

平成24年1/5（木） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

平成24年1/3（火） 休会【定款第6条第1節（ｃ）】 

姫路ロータリークラブ 上半期最終例会 12/27（火）⇒18：30～20：00 
於：姫路商工会議所１階展示場 

明石北R.C.との合同例会 2/15（水）⇒2/14（火） 
於：グリーンヒルホテル明石 

例会場変更 2/22（水）　於：ホテルキャッスルプラザ 
グリーンヒルホテル明石工事のため 

明石ロータリークラブ 

加古川中央ロータリークラブ 



　
江
戸
時
代
後
期
の
農
政
家
・
二
宮
尊
徳
は
、
徹
底
し
た
実
践
家
と
し

て
「
陰
徳
・
積
善
・
節
倹
」
を
励
行
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

『
二
宮
翁
夜
話
』
に
以
下
の
名
言
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。「
大
事
を
な
さ

ん
と
欲
せ
ば
、
小
事
を
怠
ら
ず
勤
む
べ
し
。
小
積
り
て
大
と
な
れ
ば
な

り
」
が
そ
の
句
で
す
。

「
大
き
な
事
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
小
さ
な
事
も
軽
く
考
え
ず
に
真

面
目
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。小
さ
な
事
が
積
み
重
な
っ
て

大
き
な
も
の
と
な
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
や
仕
事
に
当
て
は
め
る
と
、「
塵
も
積
も
れ
ば
山
と

な
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
日
々
仕
事
に
励
み
、
少
し

ず
つ
で
も
蓄
積
を
し
て
い
け
ば
、や
が
て
は
生
活
で
き
る
財
を
得
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
学
問
も
仕
事
も
日
々
、コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
努
力
を
し
て
い
け

ば
、
い
つ
か
は
成
功
の
栄
冠
に
輝
き
、
一
定
の
分
野
で
頭
角
を
現
わ
す

も
の
で
す
。

　
仕
事
は
「
は
っ
た
り
」
や
「
駆
け
引
き
」
だ
け
で
は
成
功
で
き
ま
せ

ん
。
日
々
の
職
務
に
お
け
る
堅
実
な
努
力
の
蓄
積
が
信
頼
と
な
り
、
発

展
へ
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
の
で
す
。

職場の教養（社団法人倫理研究所） 職場の教養（社団法人倫理研究所） 

　
住
友
生
命
保
険
が
「
日
本
の
未
来
を
強
く
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
を
表
わ
す
漢
字
一
文
字
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
「
絆
」
が
一
四
一
九

票
を
得
て
第
一
位
に
な
り
ま
し
た
。

む
す
び

　
古
来
、
日
本
で
は
「
産
霊
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。「
産
」
は
生
み
出
す
こ
と
を
意
味
し
、「
霊
」

は
不
思
議
な
霊
妙
な
る
働
き
を
意
味
し
ま
す
。「
息
子
」
や
「
娘
」
が

そ
う
呼
ば
れ
る
の
は
、
男
女
が
結
ば
れ
、
子
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
、

む
す
ひ
ひ
こ

む
す
ひ
ひ
め

「
産
霊
彦
」
で
「
む
す
こ
」、「
産
霊
姫
」
で
「
む
す
め
」
と
な
り
ま
し

た
。

　
つ
ま
り
「
む
す
び
」
と
は
、
大
自
然
の
力
に
よ
り
、
新
た
な
も
の
が

生
み
い
だ
さ
れ
る
様
で
あ
り
、
連
結
・
和
合
・
生
成
を
一
語
に
含
み
持

つ
言
葉
な
の
で
す
。

「
む
す
び
」と
は
、人
間
が
発
生
さ
せ
る
パ
ワ
ー
の
根
源
と
い
え
ま
す
。

人
と
人
と
の
絆
に
よ
っ
て
「
む
す
び
」
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
建
設
的
な

物
語
が
始
ま
る
の
で
す
。

　
職
場
に
お
い
て
も
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
が
結
ば
れ
、
共
に
努
力

す
る
こ
と
で
、
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
会
社
は
繁
栄
す
る
の
で
す
。


